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第102号
平成22年10月31日
9月定例会

8月20日　議会全員協議会

　 27日　議会運営委員会

9月 3日　【本会議】

　　　　 ○開会・会期の決定

　　　　 ○議案の上程（提案理由説明）

　　　　 ○陳情の上程

　　　　 ○一般質問（2人）

　　6日　【本会議】

　　　　 ○一般質問（4人）

　　7日　【本会議】

　　　　 ○一般質問（3人）

　　　　 ○選挙管理委員会および補充

　　　　　員の選挙

　　　　 ○議案および陳情の委員会付

　　　　　 託

　　　　 ○決算審査特別委員会の設置

　　8日　総務常任委員会

　　9日　文教民生常任委員会

　 10日　建設経済常任委員会

　 13日　決算審査特別委員会

　 14日　決算審査特別委員会

　 15日　決算審査特別委員会

　 22日　総合スポーツ施設等調査特別

　　　　 委員会

　　　　 【本会議】

　　　　 ○委員長報告（質疑･討論・採

　　　　　 決）

　　　　 ○議会運営委員会

　　　　 ○追加議案・発議案の上程（提

　　　　　 案理由説明・質疑・委員会付

　　　　　 託省略・討論・採決）

　　　　 ○閉会

　　　　 議会だより編集委員会

● 議 会 日 誌 ●

12月定例会は
12月1日(水)
開会予定です

　9月定例会は、9月3日から22日までの20日間の会期で開かれました。
　今定例会では、市長から提出された権利の放棄をはじめとする議案5件と平成21年度一般
会計、各特別会計の歳入歳出決算、水道事業決算の認定案件10件が審議され、いずれも原
案のとおり可決・認定されました。
　また、陳情は、6月定例会で継続審査となった2件を含め、6件が審議され、採択3件、不
採択3件となりました。

平成21年度各会計決算を認定

PICKUP!

　上総地域交流センターは、久留里駅周辺の総
合的な整備を目的とした副次核整備事業の一環
として整備され、上総行政センターなどの機能
を含む複合施設として10月12日にオープンし
ました。

上総地域交流センターオープン

実りの秋　枝豆収穫祭

9 月 定 例 会 の あ ら ま し

　
各
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
議
案
を
そ
れ
ぞ
れ
審
査
し

ま
し
た
。
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
議
案
名
な
ど
は
、
６
面
議

案
等
の
審
議
結
果
を
参
照
）

常
任
委
員
会
の
審
査

●
審
査
案
件
（
議
案
第
１
号
、
第

２
号
）

◆
議
案
第
１
号
　
民
事
再
生
手

続
き
中
の
株
式
会
社
か
ず
さ
ア
カ

デ
ミ
ア
パ
ー
ク
の
再
生
計
画
案
を

決
議
す
る
債
権
者
集
会
に
お
い
て
、

本
市
が
有
す
る
権
利
の
放
棄
を

含
む
同
計
画
案
に
同
意
す
る
た
め

に
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の

で
、
平
成
16
年
度
と
17
年
度
に
同

社
の
金
融
機
関
か
ら
の
借
り
入
れ

に
つ
い
て
、
千
葉
県
と
本
市
を
含

む
近
隣
４
市
が
損
失
補
償
を
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
６
月
22
日
に
千

葉
銀
行
を
始
め
と
す
る
５
金
融
機

関
か
ら
利
息
を
含
め
た
借
入
残
額

の
う
ち
本
市
分
の
債
権
を
買
い
取

っ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
再
生
債

権
と
こ
れ
に
伴
う
遅
延
損
害
金
の

う
ち
、
弁
済
の
免
除
を
求
め
ら
れ

て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、
権
利
を

放
棄
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
詳
細

な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
市
が
経
営
に
参

画
し
た
経
緯
や
破
綻
の
原
因
に
つ

い
て
の
質
疑
が
あ
り
、
か
ず
さ
ア

カ
デ
ミ
ア
パ
ー
ク
構
想
は
、
千
葉

新
産
業
三
角
構
想
に
お
い
て
先
端

技
術
産
業
の
導
入
に
必
要
な
基
礎

条
件
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
た
も
の
で
、
雇
用
の
創
出
や
消

費
の
拡
大
な
ど
、
地
域
経
済
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、
定

住
人
口
の
増
加
に
資
す
る
こ
と
か

ら
経
営
に
参
画
し
た
も
の
で
あ
る

こ
と
、
破
綻
の
原
因
は
、
進
出
企

業
か
ら
の
建
設
運
営
協
力
金
が
予

定
ど
お
り
集
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と

に
加
え
、
我
が
国
の
経
済
環
境
が

悪
化
し
た
こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
要
因
が
あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
委
員
会
で
は
、
社
外

取
締
役
と
し
て
経
営
に
参
画
し
て

い
る
武
次
副
市
長
の
出
席
と
説
明

を
求
め
ま
し
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
社
外
取
締
役
と

し
て
の
経
営
へ
の
関
与
や
再
生
後

の
同
社
へ
の
関
わ
り
方
、
さ
ら
に

は
今
後
の
企
業
誘
致
に
つ
い
て
の

質
疑
が
あ
り
、
経
営
へ
の
関
与
に

つ
い
て
は
、
17
年
度
末
に
債
務
超

過
に
陥
っ
た
こ
と
か
ら
、
経
営
改

善
計
画
の
徹
底
な
ど
、
不
断
の
努

力
を
求
め
て
き
た
こ
と
、
再
生
後

の
同
社
へ
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て

は
、
同
社
は
、
か
ず
さ
ア
カ
デ
ミ

ア
パ
ー
ク
事
業
の
推
進
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
き
て
い
る
こ
と

か
ら
、
引
き
続
き
中
核
施
設
と
し

て
の
役
割
を
十
分
果
た
せ
る
よ
う
、

地
元
４
市
を
は
じ
め
経
済
団
体
で

構
成
す
る
経
済
対
策
協
議
会
を
通

じ
た
協
議
交
流
の
場
を
持
ち
続
け

て
い
く
と
の
答
弁
が
あ
り
、
ま
た
、

企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
県
や
関

係
機
関
と
連
携
し
、
残
り
４
区
画

と
な
っ
た
同
パ
ー
ク
内
を
中
心
に
、

誘
致
活
動
を
推
進
し
て
い
き
た
い

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
早
期
の
企
業
進

出
に
つ
い
て
、
県
に
対
し
て
強
く

働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
積
極
的

な
企
業
誘
致
活
動
に
鋭
意
努
力
さ

れ
る
こ
と
を
望
む
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。（
全
会
一
致
で
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
）

総
務
常
任

　
　
　
委
員
会
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い
て
は
、
重
く
受
け
止
め
る
と
と

も
に
、
地
域
文
化
の
向
上
に
と
っ

て
非
常
に
有
意
義
な
こ
と
で
あ
る

と
の
参
考
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
審
査
の
必
要
上
か
ら
、

陳
情
者
に
趣
旨
説
明
を
求
め
、
新

井
白
石
の
人
物
像
並
び
に
君
津
市

久
留
里
地
区
と
の
関
わ
り
に
つ
い

て
の
紹
介
と
署
名
の
意
義
、
陳
情

の
趣
旨
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

　
多
く
の
委
員
か
ら
、
日
本
の
歴

史
上
に
お
い
て
大
変
重
要
な
人
物

で
あ
り
、
久
留
里
地
区
が
こ
の
よ

う
に
著
名
な
人
物
と
深
い
縁
が
あ

る
と
い
う
こ
と
は
、
大
変
誇
ら
し

い
事
で
あ
り
、
本
市
の
活
性
化
の

た
め
に
、
積
極
的
に
推
進
し
て
い

く
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。
（
全
会
一
致
で
採
択
す

べ
き
も
の
と
決
定
）

文
教
民
生

　
常
任
委
員
会

●
審
査
案
件
（
議
案
第
２
号
～

第
４
号
、
陳
情
第
４
号
、
第
５
号
、

第
10
号
～
第
13
号
）

◆
陳
情
第
４
号
　
委
員
か
ら
は
、

現
行
の
子
ど
も
手
当
に
は
、
問
題

点
も
あ
る
が
、
す
ぐ
に
廃
止
す
る

こ
と
は
な
い
と
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

　
討
論
で
は
、
現
在
の
国
の
財
政

状
況
に
お
い
て
、
月
額
２
万
６
千

円
の
財
源
を
確
保
す
る
に
は
、
国

債
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
く
、
結
局

は
子
ど
も
た
ち
に
負
担
が
か
か
る

こ
と
、
所
得
制
限
が
な
く
一
律
で

あ
り
、
口
座
振
込
な
ど
に
よ
る
金

銭
支
給
の
た
め
、
多
く
が
貯
蓄
に

回
り
、
支
援
の
効
果
が
表
れ
て
い

な
い
こ
と
、
受
給
資
格
に
国
籍
を

設
け
て
い
な
い
た
め
、
大
き
な
問

題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

新
た
な
子
育
て
支
援
策
を
講
じ
る

こ
と
が
賢
明
で
あ
り
、
採
択
す
べ

き
で
あ
る
と
の
賛
成
討
論
が
あ
り

ま
し
た
。
（
可
否
同
数
の
た
め
委

員
長
裁
決
に
よ
り
採
択
す
べ
き
も

の
と
決
定
）

◆
陳
情
第
５
号
　
討
論
で
は
、
不

当
な
差
別
を
受
け
て
い
る
人
々
は

潜
在
的
に
存
在
し
て
お
り
、
人
権

侵
害
救
済
に
関
す
る
法
律
は
必
要

な
た
め
、
陳
情
は
不
採
択
と
す
べ

き
と
の
反
対
討
論
に
対
し
、
現
政

権
が
掲
げ
て
い
る
人
権
侵
害
救
済

法
は
、
内
容
に
多
く
の
不
備
が
あ

る
と
の
指
摘
を
受
け
な
が
ら
、
い

ま
だ
に
整
備
さ
れ
ず
、
国
会
へ
の

上
程
も
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
新

た
な
人
権
侵
害
救
済
の
法
案
を
整

備
し
て
い
く
べ
き
で
あ
り
、
採
択

す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
す
る

賛
成
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。
（
可

否
同
数
の
た
め
委
員
長
裁
決
に
よ

り
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
）

◆
陳
情
第
13
号
　
執
行
部
か
ら
、

１
万
３
千
人
を
超
え
る
署
名
に
つ

建
設
経
済

　
常
任
委
員
会

市
税
が
大
幅
に
減
収
と
な
っ
た

こ
と
に
伴
う
財
政
運
営

歳
入
に
お
い
て
は
、
経
済
対
策

臨
時
交
付
金
な
ど
特
定
財
源
の
活

一
般
会
計

【
委
員
】

◎
真
板
　
一
郎
　

○
鈴
木
　
良
次

　
小
倉
　
靖
幸
　

　
森
　
　
慶
悟

　
三
浦
　
道
雄
　

　
三
宅
　
良
一

　
磯
貝
　
　
清
　

　
三
浦
　
　
章

　
岡
部
　
順
一
　

　
鳥
飼
　
昭
夫

　
◎
は
委
員
長

　
○
は
副
委
員
長

　
９
月
７
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
委
員
10
人

か
ら
な
る
決
算
審
査
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

９
月
13
日
か
ら
15
日
ま
で
の
３
日
間
に
わ
た
り
、

付
託
さ
れ
た
平
成
21
年
度
君
津
市
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
、
各
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、

水
道
事
業
決
算
の
認
定
案
件
10
件
の
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

　
慎
重
審
査
の
結
果
、
認
定
第
１
号
、
認
定

第
４
号
、
認
定
第
５
号
並
び
に
認
定
第
９
号

は
、
賛
成
多
数
で
、
認
定
第
２
号
、
認
定
第
３
号
、

認
定
第
６
号
か
ら
認
定
第
８
号
並
び
に
、
認
定

第
10
号
は
、
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
、
認

定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

の
見
直
し
や
執
行
残
を
留
保
す
る

な
ど
効
率
的
な
予
算
執
行
を
図
っ

た
。定

住
促
進
事
業
の
成
果

庁
内
７
部
、
10
人
の
職
員
か
ら

な
る
定
住
促
進
戦
略
委
員
会
を
設

置
し
、
調
査
研
究
、
施
策
の
立
案

を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
市
内
の

進
出
企
業
従
業
員
を
対
象
に
定
住

促
進
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
し
た
。

　
今
後
は
、
観
光
課
と
連
携
し
た

バ
ス
ツ
ア
ー
の
実
施
や
近
隣
市
に

進
出
し
て
い
る
企
業
に
対
し
て
も
、

積
極
的
な
働
き
か
け
を
し
て
い
き

た
い
。

反
対

意
見
賛
成

戦
略
委
員
会
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
市
内
に
立
地
す
る
企
業
な

ど
、
異
業
種
と
の
連
携
を
求
め
る
。

経
常
収
支
比
率
や
今
後
の
起
債

に
対
す
る
考
え
方

景
気
の
落
ち
込
み
な
ど
に
よ
り
、

扶
助
費
な
ど
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、

経
常
収
支
比
率
は
、
全
国
的
に
も

高
い
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。

　
本
市
の
単
年
度
の
財
政
力
指

数
は
、
１
・
０
０
７
と
な
っ
て
お

り
、
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
可
能
な
限
り
、
財
政
調

整
基
金
を
確
保
し
つ
つ
、
臨
時
的

に
、
起
債
に
よ
る
財
源
を
確
保
し

た
も
の
で
あ
り
、
後
年
度
の
財
政

負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
に
健
全
化

判
断
比
率
な
ど
の
推
移
を
見
な
が

ら
、
慎
重
な
財
政
運
営
を
心
が
け

た
い
。

介
護
予
防
・
地
域
支
え
あ
い
事

業
生
き
が
い
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
、
運
動
教
室
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
27
カ
所
の
自
治
会
館
等
で
、

健
康
増
進
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し

た
。

　
ま
た
、
現
在
、
実
施
し
て
い
る

専
門
指
導
員
の
派
遣
か
ら
、
地
域

住
民
に
よ
る
運
営
に
移
行
し
て
い

く
た
め
の
手
引
書
を
取
り
ま
と
め

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
、
広
く

周
知
し
、
自
主
的
な
介
護
予
防
の

取
り
組
み
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

家
庭
系
ご
み
の
指
定
袋
制
度
と

収
集
方
法
の
見
直
し

現
在
の
ご
み
収
集
制
度
は
、
減

量
化
・
再
資
源
化
に
成
果
を
上
げ

て
い
る
が
、
導
入
か
ら
、
10
年
を

経
過
し
、
高
齢
者
を
は
じ
め
、
ご

み
出
し
が
困
難
な
方
へ
の
戸
別
収

集
な
ど
の
新
た
な
課
題
も
発
生
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
制
度
の
見
直

し
を
行
う
。

野
生
猿
鹿
猪
等
被
害
防
止
対
策

事
業
の
成
果
と
今
後
の
取
り
組
み

過
去
５
年
間
の
累
計
は
、
サ
ル

５
０
６
頭
、
シ
カ
１
千
60
頭
、
イ

ノ
シ
シ
５
千
５
２
４
頭
の
捕
獲
実

績
で
あ
り
、
新
た
に
、
清
和
地
区

君津PAスマートIC

小糸川循環線を延伸
きみぴょんバスも運行

用
、
基
金
の
繰
り
入
れ
、
臨
時
財

政
対
策
債
の
増
額
や
減
収
補
て
ん

債
の
発
行
に
よ
り
、
財
源
を
確
保

し
た
。

　
歳
出
に
お
い
て
は
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
を
招
く
こ
と
の
な
い

よ
う
に
努
め
る
と
と
も
に
、
事
業

決
算
審
査
特
別
委
員
会

に
設
置
し
た
大
型
囲
い
わ
な
に
つ

い
て
は
、
捕
獲
方
法
の
研
究
を
重

ね
な
が
ら
、
実
績
を
上
げ
て
い
き

た
い
。

　
ま
た
、
解
体
処
理
、
食
肉
加
工

に
関
し
て
は
、
積
極
的
に
調
査
研

究
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
施

設
の
管
理
運
営
や
販
売
経
路
な
ど

に
つ
い
て
、
早
期
に
結
論
を
出
し

て
い
き
た
い
。

君
津
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
ス
マ

ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
フ
ル

国
民
健
康
保
険

　
　
特
別
会
計

保
険
給
付
費
の
不
用
額
の
主
な

理
由
と
実
質
収
支

保
険
給
付
費
は
、
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
や
冬
季
の
流
行
性
感
冒

な
ど
に
備
え
、
万
全
を
期
し
て
い

た
も
の
の
、
下
期
の
医
療
費
が
見

込
み
を
下
回
っ
た
た
め
、
保
険
給

付
費
の
約
４
パ
ー
セ
ン
ト
が
、
不

用
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
事
業
勘
定
の
実
質
収
支
は
、
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
に
よ
る
保

険
税
補
て
ん
の
制
度
外
繰
り
入
れ

を
し
て
い
る
た
め
、
実
質
は
赤
字

で
あ
り
、
保
険
税
改
定
後
も
大
変

厳
し
い
財
政
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

医
療
費
抑
制
対
策
と
特
定
健
康

診
査
・
特
定
保
健
指
導

医
療
機
関
の
窓
口
で
提
示
で
き

る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ

ー
ド
を
被
保
険
者
に
配
布
し
た
こ

と
か
ら
、
今
後
、
医
療
費
の
縮
減

効
果
を
期
待
し
て
い
る
。

　
21
年
度
の
特
定
健
康
診
査
の
受

診
率
に
つ
い
て
は
、
36
・
15
パ
ー

セ
ン
ト
で
、
前
年
を
下
回
っ
た
こ

と
か
ら
、
未
受
診
者
対
策
を
強
化

し
て
お
り
、
本
年
度
設
置
し
た
特

定
健
診
係
に
よ
り
、
一
層
の
健
康

診
査
受
診
率
と
保
健
指
導
実
施
率

の
向
上
を
図
り
、
健
康
の
増
進
に

努
め
て
い
き
た
い
。

介
護
保
険

　
　
特
別
会
計

認
定
調
査
の
実
施
体
制
と
年
度

途
中
の
区
分
変
更

21
年
度
は
、
主
に
非
常
勤
職
員

６
人
が
対
象
者
を
訪
問
し
て
、
認

定
調
査
を
実
施
し
、
調
査
関
係
費

の
不
用
額
の
事
由
は
、
主
に
対
象

者
数
の
減
少
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
年
度
途
中
の
区
分
変
更

に
つ
い
て
は
、
要
介
護
度
が
、
申

請
前
よ
り
重
度
と
認
定
さ
れ
る
傾

向
で
あ
る
。

反
対

意
見
賛
成

介
護
認
定
に
あ
た
っ
て
は
、

市
の
管
理
、
指
導
の
も
と
、
十
分

慎
重
に
対
応
し
、
対
象
者
に
配
慮

し
た
適
正
な
調
査
を
望
む
。

●
審
査
案
件
（
議
案
第
２
号
）

◆
議
案
第
２
号
　
農
林
水
産
業

費
の
う
ち
、
農
業
委
員
会
費
に
つ

い
て
、
遊
休
農
地
の
是
正
指
導
権

限
を
強
化
す
る
た
め
、
農
地
法
が

改
正
さ
れ
、
毎
年
１
回
、
農
地
の

利
用
状
況
調
査
が
義
務
付
け
ら
れ

た
こ
と
か
ら
、
農
地
制
度
実
施
円

滑
化
事
業
を
活
用
し
、
現
地
調
査

を
実
施
す
る
た
め
の
賃
金
と
農
家

台
帳
シ
ス
テ
ム
を
追
加
変
更
す
る

た
め
の
経
費
と
し
て
、
１
２
１
万

１
千
円
を
増
額
補
正
す
る
も
の
で
、

財
源
は
、
全
額
国
庫
補
助
金
を
充

当
す
る
。

　
農
業
振
興
費
は
、
園
芸
王
国
ち

ば
強
化
支
援
事
業
を
活
用
し
、
観

光
イ
チ
ゴ
園
に
お
け
る
高
設
栽
培

施
設
の
導
入
を
支
援
す
る
た
め
、

３
３
２
万
５
千
円
を
増
額
補
正
す

る
も
の
で
、
財
源
は
、
県
補
助
金

と
一
般
財
源
を
充
当
す
る
。

　
商
工
費
の
う
ち
、
観
光
費
に
つ

い
て
、
三
石
山
観
光
駐
車
場
整
備

事
業
が
県
の
観
光
地
魅
力
ア
ッ
プ

緊
急
整
備
事
業
の
採
択
を
受
け
、

交
付
決
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
９

７
５
万
円
を
財
源
更
生
す
る
。

　
土
木
費
の
う
ち
、
道
路
新
設
改

良
費
に
つ
い
て
、
平
成
19
年
度
か

ら
23
年
度
ま
で
の
５
カ
年
に
わ
た

り
、
実
施
し
て
い
る
ま
ち
づ
く
り

交
付
金
事
業
（
周
西
地
区
）
に
つ

い
て
、
交
付
金
の
年
度
間
調
整
の

た
め
、
４
千
８
５
０
万
円
を
財
源

更
生
す
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

（
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
）

ラ
ン
プ
化
の
解
析
結
果

大
型
車
の
通
行
を
可
能
と
す
る

た
め
に
は
、
新
た
な
取
り
付
け
道

路
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
り
、
フ

ル
ラ
ン
プ
化
に
伴
う
市
の
負
担
金

は
、
概
算
で
２
億
２
千
５
百
万
円

と
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、

地
区
協
議
会
な
ど
に
お
い
て
、
協

議
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

生
涯
学
習
バ
ス
の
管
理
運
営
と

さ
ら
な
る
利
便
性
の
向
上

時
期
に
よ
っ
て
は
、
申
し
込
み

状
況
に
よ
り
、
抽
選
で
の
利
用
と

な
る
も
の
の
、
21
年
度
は
、
実
運

行
回
数
６
１
５
回
と
な
り
一
定
の

成
果
が
得
ら
れ
て
い
る
と
認
識
し

て
い
る
。

　
今
後
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
に
、
増
車
も
考
え
て
い

き
た
い
。

反
対

意
見
賛
成

運
休
日
の
見
直
し
や
バ
ス
の

増
車
な
ど
に
よ
る
運
行
回
数
の
増

加
を
求
め
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
便
性

向
上小

糸
川
循
環
線
に
つ
い
て
は
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
へ
の
延

伸
と
増
便
に
よ
り
一
部
、
中
島
方

面
へ
延
伸
し
た
。

　
ま
た
、
周
西
線
、
三
島
線
の
路

線
の
一
部
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
粟
倉
・
豊
英
線
を
延
長
し
、

中
島
・
豊
英
線
を
運
行
す
る
な
ど
、

公
共
交
通
手
段
の
維
持
、
確
保
を

図
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
利
用
者
数
が
、
伸
び

悩
ん
で
い
る
人
見
・
大
和
田
・
神

門
線
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の
乗

降
調
査
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
、
今

後
、
よ
り
利
用
し
や
す
い
運
行
ダ

イ
ヤ
と
経
路
を
検
討
し
て
い
く
。
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福祉関係に要する経費

市役所の事務管理
などに要する経費

ごみ処理や保健衛生
などに要する経費

道路・都市計画・公園など
の整備に要する経費

市の借入金返済に
要する費用

消防・防災対策
などに要する経費

教育費
3,266,106千円（11.2％）

公債費
2,413,047 千円（8.3％）

商工費
1,821,536千円（6.3％）

消防費
1,476,125千円（5.1％）

その他
158,801千円（0.5％）

議会費
285,250千円（1.0％）

県支出金
1,132,004千円（3.7％）

繰越金
1,446,138千円（4.7％）

諸収入など

541,978千円（1.7％）

地方譲与税
 527,349千円（1.7％）

市債
2,619,000千円（8.5％）

分担金および負担金など

786,290千円（2.5％）

地方消費税交付金など

1,577,677千円（5.1％）

国庫支出金
4,000,715千円（13.0％）

歳　出
29,139,348
千円

歳　出
29,139,348
千円

衛生費
3,869,112 千円（13.3％）

自主財源
20,875,559千円（67.6％）

依存財源
9,985,928千円（32.4％）

地方交付税
129,183千円（0.4％）

歳　入
30,861,487
千円

歳　入
30,861,487
千円

農林水産業費
554,979千円（1.9％）

土木費
4,145,526 千円（14.2％）

市税
17,117,589千円
（55.5％）

総務費
4,440,922 千円（15.2％）

民生費
6,707,944千円（23.0％）

繰入金
983,564千円（3.2％）

商店街の活性化や
観光振興に要する経費

議会の活動費

教育や文化・スポーツ振興
などに要する経費

農林業・畜産業の振興
に要する経費

一般会計決算の内訳

各会計の決算状況

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備
、
各

種
が
ん
検
診
や
高
齢
者
等
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
無
料
化

な
ど
市
民
福
祉
の
充
実
、
さ
ら
に

は
、
中
小
企
業
者
へ
の
資
金
融
資

支
援
の
拡
大
に
よ
る
地
域
経
済
の

活
性
化
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
高

く
評
価
す
る
。

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、

地
域
医
療
の
充
実
を
図
り
、
医
療

不
安
を
解
消
す
る
た
め
、
診
療
所

で
の
日
曜
診
療
の
実
施
は
、
高
く

評
価
す
る
。

　
介
護
保
険
特
別
会
計
は
、
本
格

的
な
高
齢
社
会
の
到
来
に
対
応
す

る
た
め
、
介
護
予
防
の
取
り
組
み

を
よ
り
一
層
強
化
す
る
と
と
も
に
、

介
護
予
防
給
付
の
適
正
化
を
確
保

し
、
高
齢
者
に
と
っ
て
、
真
に
役

討
　
論

水
道
事
業
決
算

有
収
率
低
下
の
主
な
原
因

21
年
度
の
有
収
率
は
、
82
・
９

パ
ー
セ
ン
ト
で
前
年
比
マ
イ
ナ
ス

０
・
７
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
、

主
な
原
因
は
、
配
水
管
の
老
朽
化

な
ど
に
よ
る
漏
水
で
あ
る
こ
と
か

反
対

意
見
賛
成
一
般
会
計
に
つ
い
て
、
歳
入

に
お
い
て
は
、
君
津
高
校
用
地
な

ど
の
貸
付
料
が
計
上
さ
れ
ず
、
独

自
の
財
源
確
保
を
行
っ
て
い
な
い

こ
と
に
加
え
、
起
債
の
借
り
入
れ

を
行
っ
た
こ
と
か
ら
、
ま
た
、
歳

出
に
お
い
て
は
、
文
化
の
ま
ち
づ

く
り
市
税
１
％
支
援
事
業
と
溶
融

飛
灰
の
新
井
総
合
施
設
へ
の
処
理

委
託
に
反
対
す
る
。

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、

滞
納
者
へ
資
格
証
明
書
を
発
行
し

て
い
る
こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

　
老
人
医
療
保
険
特
別
会
計
と
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
は
、
高

齢
者
を
年
齢
で
差
別
す
る
制
度
で

あ
る
こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

反
対

意
見
賛
成
一
般
会
計
に
つ
い
て
、
歳
入

面
に
お
い
て
は
、
法
人
市
民
税
が
、

当
初
予
算
を
大
幅
に
下
回
る
減
収

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
基
金
、
特

定
財
源
の
活
用
、
さ
ら
に
は
、
臨

時
財
政
対
策
債
や
減
収
補
て
ん
債

の
発
行
に
よ
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
を
招
く
こ
と
な
く
、
継
続

し
た
事
業
の
実
施
の
た
め
、
財
源

を
確
保
さ
れ
た
と
考
え
る
。
　
　

歳
出
面
に
お
い
て
は
、
大
変
厳
し

い
財
政
事
情
の
中
で
、
事
業
の
見

直
し
や
執
行
残
の
留
保
な
ど
に
よ

っ
て
、
効
率
的
な
予
算
執
行
に
努

め
ら
れ
た
と
評
価
す
る
。

　
特
に
、
児
童
医
療
費
の
小
学
６

年
生
ま
で
の
無
料
化
の
拡
大
、
子

●傍聴ご希望の方は、当日８階の議

会事務局窓口で申し込みください。

なお、本会議場の傍聴席は、72席
のため、先着順となります。

本会議（4日間）…153人

9月定例会傍聴者数
議会を傍聴しませんか議会を傍聴しませんか

ら
、
漏
水
調
査
と
老
朽
管
の
更
新

を
継
続
し
て
実
施
し
、
有
収
率
の

向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
。

今
後
の
水
道
事
業
の
見
通
し

環
境
へ
の
配
慮
を
は
じ
め
と
す

る
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
な
ど
の
変

化
に
よ
り
、
有
収
水
量
が
伸
び
な

い
現
状
で
、
経
費
削
減
な
ど
の
経

営
努
力
に
よ
り
、
２
千
３
０
６
万

３
千
１
１
７
円
の
純
利
益
を
計
上

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
現
行
の
水
道
料
金
は
、
平
成

８
年
以
来
、
据
え
置
か
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
今
年
度
、
水
道
の
適

正
な
料
金
体
系
の
研
究
を
行
っ
て

い
る
が
、
今
後
も
、
可
能
な
限
り
、

現
在
の
水
道
料
金
が
維
持
で
き
る

よ
う
に
、
経
営
努
力
を
続
け
て
い

く
。

立
つ
よ
う
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
る
よ
う
要
望
す
る
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
は
、

国
民
皆
保
険
制
度
を
維
持
す
る
た

め
、
必
要
で
あ
る
と
理
解
す
る
も

の
で
あ
り
、
制
度
の
見
直
し
も
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も

市
民
へ
の
さ
ら
な
る
周
知
を
望
む
。

　
水
道
事
業
決
算
は
、
水
需
要
の

伸
び
悩
み
に
よ
り
、
経
営
は
厳
し

い
状
況
に
あ
る
な
か
で
、
配
水
管

施
設
や
給
水
施
設
の
整
備
改
善
を

図
る
と
と
も
に
、
従
来
か
ら
の
企

業
努
力
に
よ
る
管
理
経
費
の
節
減

な
ど
に
努
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

評
価
す
る
。

　
な
お
、
有
収
率
の
向
上
、
健
全

経
営
・
安
定
給
水
の
確
保
に
努
め

ら
れ
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

学
校
給
食

　
　
特
別
会
計

給
食
費
の
収
納
対
策
や
賄
材
料

学
校
で
は
、
集
金
方
法
を
手
集

金
に
切
り
替
え
る
な
ど
の
取
り
組

み
を
行
い
、
成
果
を
上
げ
て
お
り
、

過
年
分
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員

会
に
お
い
て
臨
戸
徴
収
を
実
施
し

て
い
る
。

　
賄
材
料
に
つ
い
て
、
米
飯
に
は
、

地
元
産
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
使
用

す
る
な
ど
、
地
産
地
消
を
推
進
し
、

安
心
安
全
な
給
食
の
提
供
に
努
め

て
い
る
。

反
対

意
見
賛
成

メ
ニ
ュ
ー
が
豊
富
で
、
さ
ら

に
、
お
い
し
い
給
食
を
提
供
し
て

い
く
た
め
に
、
今
後
、
給
食
費
の

改
定
に
つ
い
て
も
、
議
論
し
て
い

く
必
要
性
が
あ
る
。

■
建
設
経
済
常
任
委
員
会

【
視
察
日
】４
日
〜
６
日

【
視
察
先
】

　
福
岡
県
北
九
州
市
・
佐
賀
県

武
雄
市

【
調
査
事
項
】

　
①
門
司
港
レ
ト
ロ
観
光
ま
ち

　
　
づ
く
り（
北
九
州
市
）

　
②
小
倉
北
区
都
心
と
し
て
の

　
　
ま
ち
づ
く
り（
北
九
州
市
）

　
③
い
の
し
し
肉
の
特
産
品
化

　
　
の
取
り
組
み（
武
雄
市
）

■
交
通
体
系
等
調
査
特
別
委
員

会【視
察
日
】７
日
〜
８
日

【
視
察
先
】

　
山
梨
県
北
杜
市
・
甲
斐
市

【
調
査
事
項
】

　
①
デ
マ
ン
ド
バ
ス（
北
杜
市
）

　
②
竜
王
駅
周
辺
整
備
事
業
　

　
　（
甲
斐
市
）

8
月

10
月

委
員
会
行
政
視
察

■
総
合
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
調
査
特
別
委
員
会

　【
開
催
日
】平
成
22
年
９
月
22
日

　【
事
件
】①
内
み
の
わ
運
動
公
園
再
整
備
基
本
構
想
に
つ
い
て

特
別
委
員
会

区　　分 予算現額
（前年比）

歳入
（前年比）

歳出
（前年比）

歳入歳出差引額
（前年比）

　    一般会計 31,874,099 ( 1.2 ) 30,861,487 ( 3.8 ) 29,139,348 ( 3.0 ) 1,722,139 ( 19.1 )

特
別
会
計

学校給食特別会計 754,000 ( △ 3.0 ) 730,386 ( △ 5.9 ) 720,971 ( △ 1.6 ) 9,415 ( △ 78.3 )
駐車場事業特別会計 52,000 ( 73.3 ) 57,971 ( 8.8 ) 49,514 ( 96.3 ) 8,457 ( △ 69.8 )
国民健康保険特別会計（事業勘定） 9,889,765 ( 2.6 ) 9,754,917 ( 5.6 ) 9,432,622 ( 4.8 ) 322,295 ( 36.0 )
国民健康保険特別会計（直診勘定） 239,400 ( △ 1.5 ) 242,951 ( 0.9 ) 221,639 ( 0.2 ) 21,312 ( 9.7 )
老人保健医療特別会計 76,580 ( △ 86.8 ) 68,668 ( △ 88.3 ) 67,144 ( △ 87.9 ) 1,524 ( △ 95.0 )
聖地公園事業特別会計 38,288 ( △ 39.8 ) 42,218 ( △ 31.7 ) 34,038 ( △ 41.8 ) 8,180 ( 148.8 )
農業集落排水事業特別会計 29,300 ( 4.6 ) 32,038 ( △ 2.4 ) 26,342 ( 3.7 ) 5,696 ( △ 23.2 )
介護保険特別会計 4,892,341 ( 6.3 ) 4,656,170 ( 0.5 ) 4,615,443 ( 3.4 ) 40,727 ( △ 76.1 )
後期高齢者医療特別会計 679,300 ( 5.0 ) 652,820 ( 7.3 ) 648,408 ( 6.6 ) 4,412 ( 2421.1 )

合　　計 48,525,073 ( 0.9 ) 47,099,626 ( 2.4 ) 44,955,469 ( 2.2 ) 2,144,157 ( 8.0 )

（単位：千円・％）

　
④
特
産
品
等
を
活
用
し
た
　

　
　
観
光
の
推
進（
武
雄
市
）
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▼
近
隣
自
治
体
と
の
合
併

▼
高
齢
者
の
所
在
不
明
問
題

▼
住
宅
取
得
奨
励
制
度
の
成
果

　
と
地
域
活
性
化

▼
か
ず
さ
ク
リ
ー
ン
シ
ス
テ
ム

　
の
今
後

鴨下四十八 議員
（政進クラブ）

▼
君
津
駅
北
口
周
辺
の
再
整
備

▼
耕
作
放
棄
地
の
対
策
と
鳥
獣

　
被
害
対
策

▼
市
民
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

▼
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
推
進

　
事
業
の
進
捗
状
況

岡部　順一 議員
（政進クラブ）

▼
高
齢
者
・
障
害
者
見
守
り
事
業

▼
快
適
な
街
並
み
環
境
と
公
共

　
施
設
の
維
持
管
理

▼
地
域
経
済
の
活
性
化
対
策

▼
鈴
木
市
政
４
年
間
の
評
価
と

　
２
期
目
に
向
け
た
重
点
政
策

藤井　修 議員
（公明党）

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

質
問
事
項
は
４
項
目
ま
で
掲
載

（
通
告
順
）

▼
施
策
推
進
に
あ
た
っ
て
の
自

　
主
財
源
の
確
保

▼
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

　
ブ
の
設
立

▼
姉
妹
都
市
交
流
の
推
進

▼
総
合
防
災
訓
練

森　慶悟 議員
（自由民主クラブ）

膨
ら
ま
せ
て
観
光
案
内
に
向
け
て

い
く
手
法
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
観
光
に
関
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
。

　
今
後
は
、
交
流
人
口
を
増
や
す

た
め
、
観
光
協
会
や
関
係
団
体
と

協
力
し
、
農
業
体
験
や
工
場
・
酒

造
見
学
な
ど
市
内
産
業
を
資
源
と

し
た
着
地
型
観
光
ツ
ア
ー
の
開
発

を
行
っ
て
い

き
た
い
。

　
今
後
も
組

織
の
検
証
を

し
な
が
ら
効

率
的
な
執
行

体
制
を
整
え
、

質
の
高
い
行

政
運
営
を
推

進
し
て
い
く
。

職
員
の
定
員
適
正
化

計
画　

平
成
22
年
度
の
行
政
改
革

実
施
計
画
に
よ
れ
ば
、
人
件

費
抑
制
、
職
員
年
齢
構
成
の
平
準

化
、
24
年
度
ま
で
に
定
員
適
正
化

計
画
の
見
直
し
を
行
う
と
あ
る
が
、

そ
の
内
容
を
伺
い
た
い
。

　
本
市
で
は
、
数
次
に
わ
た

る
定
員
管
理
適
正
化
計
画
に

よ
り
、
事
務
量
と
職
員
配
置
に
留

意
し
つ
つ
、
職
員
数
の
抑
制
を
図

り
、
平
成
19
年
度
に
策
定
し
た
定

員
管
理
適
正
化
計
画
で
は
、24
年
４

月
の
職
員
数
を
９
４
０
人
と
し
た
。

　
現
在
の
職
員
数
は
、
定
年
退
職

に
加
え
、
早
期
退
職
者
が
多
く
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
計
画
に
基
づ
く

職
員
数
を
や
や
下
回
っ
て
い
る
が
、

長
年
培
っ
た
能
力
、
経
験
を
有
効

適
正
化
を
図
っ
て
い
く
。

指
定
管
理
者
の
指
定

更
新　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
き
み

つ
偕
楽
園
、
福
祉
作
業
所
の

管
理
の
あ
り
方
、
各
施
設
で
の
植

栽
の
管
理
の
現
状
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

　
ま
た
、
選
定
基
準
の
見
直
し
で

経
費
の
削
減
等
に
係
る
配
点
割
合

を
高
く
す
る
理
由
と
各
施
設
の
問

題
や
苦
情
が
発
生
し
た
時
点
で
の

企
画
政
策

ア
ク
ア
ラ
イ
ン
活
用

に
よ
る
経
済
効
果
と

今
後
の
取
り
組
み

　
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
を
活
用
し

た
地
域
づ
く
り
推
進
連
絡
協

議
会
お
よ
び
平
成
22
年
度
か
ら
26

年
度
を
最
終
年
度
と
す
る
ア
ク
ア

ラ
イ
ン
・
圏
央
道
沿
線
地
域
基
本

計
画
の
５
カ
年
計
画
が
推
進
さ
れ

て
い
る
が
本
市
の
位
置
づ
け
と
重

点
事
業
、
そ
の
期
待
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

　
東
京

湾
ア
ク

ア
ラ
イ
ン
を

活
用
し
た
地

域
づ
く
り
推

進
連
絡
協
議
会
は
、
本
市
を
は
じ

め
と
す
る
近
隣
４
市
が
設
立
発
起

人
と
な
り
、
県
南
部
地
域
に
お
け

る
行
政
や
観
光
団
体
な
ど
の
25
団

体
が
相
互
に
連
携
し
、
ア
ク
ア
ラ

イ
ン
の
通
行
料
金
値
下
げ
の
効
果

を
地
域
振
興
に
確
実
に
結
び
つ
け
、

料
金
引
き
下
げ
の
恒
久
化
に
つ
な

げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
千
葉
県
ア
ク
ア
ラ
イ

ン
・
圏
央
道
沿
線
地
域
産
業
活
性

化
協
議
会
は
、
本
市
を
含
む
南
房

総
地
域
の
11
市
８
町
１
村
等
で
構

成
さ
れ
、
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
交
通
料

金
の
大
幅
値
下
げ
や
圏
央
道
の
整

備
進
捗
に
伴
う
波
及
効
果
を
活
用

し
た
産
業
集
積
を
進
め
る
た
め
に
、

同
地
域
を
区
域
と
し
た
企
業
立
地

促
進
法
に
基
づ
く
基
本
計
画
を
策

定
し
、
国
の
同
意
を
受
け
、
同
法

に
よ
る
優
遇
策
を
積
極
的
に
活
用

し
て
企
業
誘
致
を
進
め
る
。

　
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
活
用
に
よ
る
経

済
効
果
を
よ
り
大
き
く
確
実
な
も

の
に
す
る
た
め
に
、
市
独
自
の
施

策
に
合
わ
せ
、
こ
の
２
つ
の
協
議

会
を
は
じ
め
、
他
の
市
町
村
と
連

携
し
、
企
業
誘
致
活
動
や
産
業
振

興
施
策
を
推
進
し
て
い
く
。

近
隣
自
治
体
と
の
合
併

　
３
月
定
例
会
一
般
質
問
で

合
併
に
つ
い
て
市
長
は
、
君

津
地
域
４
市
合
併
中
核
市
問
題
研

究
会
に
お
い
て
調
査
研
究
を
行
い
、

議
会
の
意
見
も
踏
ま
え
な
が
ら
適

切
に
対
応
し
、
大
い
に
前
進
す
べ

き
で
あ
る
と
答
弁
し
て
い
る
。

　
合
併
推
進
と
受
け
止
め
て
い
る

が
、
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
だ
考
え

を
伺
い
た
い
。

　
近
隣
４
市
は
、
４
市
の
市

長
ほ
か
で
構
成
す
る
東
京
湾

ア
ク
ア
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
地
域

づ
く
り
推
進
連
絡
協
議
会
に
お
い

て
、
来
年
４
月
以
降
の
ア
ク
ア
ラ

イ
ン
料
金
引
き
下
げ
の
継
続
や
館

山
自
動
車
道
の
４
車
線
化
な
ど
に

つ
い
て
、
千
葉
県
知
事
に
要
望
す

る
な
ど
し
て
お
り
、
４
市
が
連
携

を
密
に
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
も
多
く
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
人
口
減
少
、

少
子
高
齢
化
に
対
し
、
都
市
間

競
争
に
打
ち
勝
つ
た
め
に
は
、
行

財
政
基
盤
の
強
化
が
不
可
欠
と
考

え
ら
れ
、
近
隣
市
と
の
合
併
は
そ

の
有
効
な
方
法
の
一
つ
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
市
民
意
識
の
動
向
や
社

会
情
勢
の
推
移
を
見
き
わ
め
つ
つ
、

市
民
福
祉
の
向
上
に
資
す
る
形
で

の
近
隣
４
市
の
合
併
を
目
指
し
て

い
く
。

君
津
駅
北
口
周
辺
の

再
整
備

　
君
津
駅
北
口
市
有
地
活

用
基
本
計
画
を
作
成
し
、
導

入
す
べ
き
施
設
の
概
要
に
つ
い
て

関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
、
に
ぎ

わ
い
の
あ
る
快
適
な
空
間
の
整
備

を
目
指
し
て
い
く
と
し
て
い
る
が
、

現
在
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。　

君
津
駅
北
口
の
市
有
地
に

民
間
活
力
の
導
入
を
視
野
に

入
れ
た
中
で
、
公
共
施
設
や
商
業

施
設
な
ど
の
複
合
施
設
を
整
備
す

る
と
と
も
に
、
君
津
駅
の
交
通
結

節
機
能
の
強
化
に
向
け
た
駅
前
広

場
の
再
整
備
を
検
討
し
た
君
津
駅

北
口
市
有
地
活
用
基
本
計
画
を
昨

年
度
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
同
計
画
で
は
、
駅
前
広
場
の
改

修
に
つ
い
て
、
利
用
者
の
利
便
性

を
考
慮
し
た
中
で
公
共
交
通
と
一

般
車
両
に
つ
い
て
明
確
に
交
通
動

線
を
分
離
す
る
こ
と
に
よ
り
、
交

通
の
円
滑
化
を
図
り
、
安
全
で
快

適
な
バ
ス
乗
降
場
や
歩
行
空
間
を

確
保
す
る
と
と
も
に
、
駅
前
広
場

を
コ
ン
パ
ク
ト
化
し
た
市
営
駐
輪

場
な
ど
も
含
む
部
分
の
有
効
活
用

を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
本
年
度
は
、
既
に
地
元
自
治
会

の
皆
さ
ん
に
広
場
の
改
修
案
に
つ

い
て
説
明
会
を
実
施
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
今
後
は
千
葉
県
警
な
ど

の
関
係
機
関
と
の
協
議
を
進
め
る

中
で
、
事
業
の
具
現
化
を
図
っ
て

い
く
。

　
ま
た
、
複
合
施
設
の
整
備
は
、

社
会
経
済
情
勢
を
見
極
め
な
が
ら
、

事
業
効
果
を
最
大
限
に
高
め
る
た

め
、
導
入
す
べ
き
公
共
施
設
の
概

要
な
ど
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を

進
め
な
が
ら
地
域
を
支
え
、
生
活

に
彩
り
を
加
え
、
本
市
の
顔
と
な

る
よ
う
な
空
間
の
整
備
を
目
指
し

て
い
く
。

姉
妹
都
市
交
流

　
友
好
姉
妹
都
市
を
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
募
し
て
み
て

は
ど
う
か
。

　
君
津
市
と
し
て
の
姉
妹
都
市
、

に
発
揮
で
き
る
再
任
用
職
員
を
採

用
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
対
応
し

て
い
る
。

　
次
期
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て

は
、
22
年
度
を
初
年
度
と
す
る

新
た
な
行
政
改
革
対
策
に
沿
っ
て
、

事
務
事
業
、
施
設
管
理
運
営
な
ど

を
見
直
し
、
民
間
活
力
の
積
極
的

有
効
的
な
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、

再
任
用
職
員
や
任
期
付
職
員
の
採

用
な
ど
多
様
な
人
材
活
用
に
努
め
、

効
率
的
、
効
果
的
な
行
政
運
営
を

行
う
こ
と
を
基
本
に
職
員
定
数
の

指
導
体
制
を
伺
い
た
い
。

　
指
定
管
理
者
の
更
新
に
伴

い
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
一
部
改
善
す
べ
き
点
も
指
摘

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
お
お
む
ね

良
好
な
管
理
で
あ
る
と
評
価
さ
れ

て
い
る
。

　
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
き
み
つ
偕

楽
園
の
浴
室
は
、
年
間
３
万
２
千

人
を
超
え
る
利
用
者
が
あ
り
、
今

後
施
設
の
利
用
状
況
や
希
望
を
精

査
し
て
い
く
。

　
福
祉
作
業
所
は
、
条
例
の
規
定

に
よ
り
、
重
度
な
障
害
を
持
つ
な

ど
就
業
す
る
こ
と
が
困
難
な
障
害

者
に
対
し
、
作
業
の
場
を
提
供
す

る
施
設
と
し
て
設
置
し
て
い
る
。

　
各
施
設
で
の
植
栽
が
、
猛
暑
に

よ
り
、
弱
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
指
定
管
理
者
と
適
切
な
管

理
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

　
今
後
、
同
様
の
問
題
が
発
生
し

な
い
よ
う
、
指
定
管
理
者
へ
の
指

導
の
徹
底
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
標
準
の
選
考
基
準
の
う
ち
、
管

理
経
費
の
節
減
等
に
係
る
配
点

割
合
を
従
来
よ
り
高
く
設
定
し
た

理
由
は
、
行
政
運
営
に
も
企
業
経

営
的
な
視
点
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、

民
間
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し

た
管
理
経
費
の
削
減
は
、
指
定
管

理
者
制
度
を
導
入
す
る
目
的
の
一

つ
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
各
施
設
で
問
題
な
ど
が
発
生
し

た
場
合
の
対
応
は
、
指
定
管
理
者

か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
や
現
地
調

査
を
行
っ
た
上
で
、
早
急
に
対
応

策
を
検
討
し
、
指
定
管
理
者
に
対

し
て
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
友
好
都
市
推
進
計
画
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
多
様
な
文
化
と
の
ふ
れ
あ

い
は
、
新
た
な
価
値
観
や
文

化
の
創
造
が
図
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

第
３
次
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
お
い

て
海
外
都
市
と
の
姉
妹
都
市
締
結

を
推
進
し
て
お
り
、
小
中
学
生
の

豊
か
な
国
際
感
覚
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
向
上
の
た
め
、
近

年
、
英
語
教
育
の
充
実
を
図
っ
て

い
る
現
状
か
ら
も
、
特
に
英
語
圏

都
市
と
の
姉
妹
都
市
締
結
が
有
効

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
海
外
姉
妹
都
市
交
流
を
意
義
深

い
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
具
体

的
な
目
的
や
テ
ー
マ
を
持
っ
た
結

び
つ
き
が
必
要
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
財
団
法
人
自
治
体
国

際
化
協
会
を
通
し
、
海
外
都
市
に

向
け
て
本
市
の
知
性
や
魅
力
の
発

信
、
資
料
提
供
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
姉
妹
都
市
締
結
を
希
望
し
て

い
る
海
外
都
市
の
情
報
収
集
に
努

め
て
い
る
。

　
自
治
体
国
際
化
協
会
か
ら
複

数
の
候
補
地
の
推
薦
が
あ
っ
た
が
、

都
市
の
規
模
や
地
理
的
条
件
な
ど

に
よ
り
、
具
体
的
な
都
市
の
選
定

に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　
今
後
も
情
報
の
発
信
、
収
集
に

努
め
な
が
ら
君
津
市
国
際
交
流
協

会
と
の
連
携
を
図
り
、
調
査
研
究

を
進
め
て
い
く
。

A

A

A

A

　
一
般
質
問
は
、
９
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
市
政
全
般
に
わ
た
り
、
市
の

取
り
組
み
や
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
、
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
主
な
質
問
と
答
弁
を
要
約
し
て
掲
載
し
ま
す
。

総
　
務

新
体
制
に
お
け
る
事

業
の
進
捗
状
況

　
平
成
22
年
度
の
行
政
組
織

改
革
に
よ
る
新
体
制
で
の
事

業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
特
に

第
３
次
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
お
け

る
君
津
駅
北
口
再
整
備
、
小
糸
川

夢
プ
ラ
ン
事
業
、
首
都
圏
域
に
向
け

た
観
光
Ｐ
Ｒ
の
状
況
を
伺
い
た
い
。

　
企
画
部
門
で
は
、
企
業

誘
致
活
動
に
つ
い
て
、
既
に

進
出
し
た
企
業
へ
の
継
続
的
支
援

を
通
じ
て
、
さ
ら
な
る
設
備
投
資

へ
の
働
き
か
け
に
も
努
め
る
と
と

も
に
、
業
界
動
向
の
把
握
の
た
め
、

新
た
な
情
報
収
集
手
段
を
開
拓
し

て
い
く
。

　
君
津
駅
北
口
周
辺
の
再
整
備
は
、

平
成
21
年
度
に
策
定
し
た
君
津
駅

北
口
市
有
地
活
用
基
本
計
画
を
も

と
に
、
関
係
機
関
と
の
協
議
を
進

め
る
中
で
、
事
業
の
具
現
化
に
向

け
て
推
進
し
て
い
く
。

　
小
糸
川
夢
プ
ラ
ン
事
業
は
、
引

き
続
き
用
地
の
取
得
に
向
け
て
鋭

意
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
観
光
部
門
で
は
、
観
光
情
報
の

発
信
に
重
点
を
置
き
、
４
月
か
ら

ツ
イ
ッ
タ
ー
を
活
用
し
、
市
の
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
き
み

ぴ
ょ
ん
」
に
よ
る
本
市
の
観
光
の

つ
ぶ
や
き
を
始
め
た
。

　
現
在
の
利
用
者
数
は
千
人
を
超

え
、
順
調
に
伸
び
て
き
て
い
る
。

　
観
光
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に

は
、
き
れ
い
な
写
真
、
イ
ン
パ
ク

ト
の
あ
る
画
像
か
ら
イ
メ
ー
ジ
を

A

A

A
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▼
公
民
館
の
可
能
性

▼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
指
定
管
理
者
の
指
定
更
新

天笠　寛 議員
（自由民主クラブ）

▼
新
井
白
石
記
念
館
の
設
置

▼
環
境
保
全
と
観
光
の
振
興

▼
図
書
館
の
利
用
時
間
の
延
長

▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行

三浦　章 議員
（創政会）

▼
新
体
制
に
お
け
る
事
業
の
進

　
捗
状
況

▼
市
街
化
区
域
内
の
未
整
備
地

　
区
の
整
備

▼
君
津
駅
周
辺
の
商
店
街
の
活
性
化

▼
農
業
行
政

鈴木　良次 議員
（自由民主クラブ）

▼
職
員
の
定
員
適
正
化
計
画
と

　
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

▼
福
祉
・
医
療
行
政

▼
生
活
道
路
等
の
安
全
対
策
と
整
備

▼
環
境
行
政

三浦　道雄 議員
（諸派 日本共産党）

▼
地
域
福
祉
計
画
の
進
捗
状
況

　
と
今
後
の
取
り
組
み

▼
男
女
共
同
参
画

▼
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

橋本　礼子 議員
（諸派）

人
口
は
、
20
年
４
月
か
ら
22
年
８

月
現
在
で
３
４
３
人
と
な
っ
て
い

る
。
各
年
度
と
も
申
請
件
数
全
体

の
う
ち
、
約
２
割
が
転
入
世
帯
と

な
っ
て
お
り
、
30
代
、
40
代
の
世

帯
が
多
数
を
占
め
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
成
果
か
ら
、
今
後
も

事
業
の
継
続
を
前
提
と
し
て
、
現

行
制
度
の
問
題
点
と
内
容
を
精
査

し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
定
住
促
進
は
、
副
市
長
み
ず
か

ら
が
先
頭
に
立
ち
、
職
員
が
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
そ
の
一
つ
と
し
て
、
定
住
促
進

に
資
す
る
ア
イ
デ
ア
を
職
員
に
募

集
し
た
と
こ
ろ
、
管
理
職
か
ら
若

手
職
員
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
職
員
か

ら
観
光
客
の
誘
致
に
よ
る
着
地
型

旅
行
を
は
じ
め
、
職
員
が
市
の
特

色
を
再
認
識
し
、
通
常
業
務
と
あ

わ
せ
て
Ｐ
Ｒ
を
行
う
セ
ー

ル
ス
パ
ー
ソ
ン
と
な
る
な

ど
、
幅
広
い
提
案
が
２
３

４
件
寄
せ
ら
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
提
案
に
つ
い

て
、
定
住
促
進
戦
略
委

員
会
に
お
い
て
、
実
現
性

や
実
効
性
の
調
査
研
究

を
進
め
、
効
果
的
な
定
住
促
進
施

策
の
立
案
と
そ
の
実
施
に
努
め
て

い
き
た
い
。

地
域
福
祉
計
画

　
核
家
族
化
や
自
治
会
な
ど

の
加
入
率
の
低
下
、
近
隣
関

係
の
希
薄
さ
な
ど
に
よ
り
、
地
域

で
の
支
え
合
い
の
力
が
弱
ま
っ
て

い
る
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
て
お
り
、

行
政
の
積
極
的
な
支
援
が
必
要
と

考
え
る
。

　
地
域
福
祉
計
画
の
進
捗
状
況
と

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。　

地
域
福
祉
計
画
は
、
地

域
福
祉
を
推
進
す
る
た
め
の

基
本
的
な
方
向
性
や
理
念
を
明
ら

か
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
市
の
関

連
分
野
別
計
画
と
、
県
の
計
画
と

の
整
合
性
や
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

既
存
計
画
を
包
括
す
る
計
画
と
し

改
正
し
、
市
町
村
が
県
条
例
の
適

用
を
除
外
す
る
こ
と
を
申
し
出
た

場
合
に
は
、
３
千
平
方
メ
ー
ト
ル

以
上
の
埋
め
立
て
等
に
つ
い
て
も
、

市
町
村
で
許
可
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
と
し
た
。

　
県
条
例
の
適
用
除
外
の
状
況
は
、

本
年
９
月
時
点
で
10
市
２
町
と
な

っ
て
い
る
が
、
10
月
か
ら
木
更
津

市
が
加
わ
り
、
合
計
13
自
治
体
と

な
る
。

　
本
市
と
し
て
は
、
現
在
の
市
条

例
を
県
条
例
以
上
に
強
化
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
、
今
後
、
条
例

の
改
正
と
県
条
例
の
適
用
除
外
に

つ
い
て
、
事
務
を
進
め
て
い
く
。

市
民
環
境

建
　
設

保
健
福
祉

経
　
済

高
齢
者
の
安
否
確
認

　
政
府
は
、
全
国
各
地
で
発

覚
し
た
高
齢
者
所
在
不
明
問

題
を
受
け
、
全
国
の
自
治
体
に
面

会
調
査
を
指
示
し
て
い
る
。

　
本
市
は
既
に
８
月
初
旬
に
21
人

の
百
歳
以
上
の
方
々
の
存
命
を
確

認
し
た
と
伺
っ
て
い
る
が
、
そ
の

確
認
方
法
と
結
果
並
び
に
今
後
百

歳
未
満
の
高
齢
者
の
安
否
確
認
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
伺
い
た
い
。

　
住
民
基
本
台
帳
法
に
基
づ

き
、
住
民
票
と
居
住
関
係
な

ど
の
記
載
事
実
が
相
違
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
場
合
、
そ
の
関
係
者

は
市
長
に
対
し
実
態
調
査
の
申
し

出
、
ま
た
は
依
頼
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
こ
れ
ら
の
申
し
出
、
依
頼
を
受

理
し
た
と
き
は
、
内
容
を
審
査
し
、

必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
速

や
か
に
実
態
調
査
を
実
施
し
て
い

る
。
調
査
の
結
果
、
事
実
が
判
明
し
、

不
在
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た

と
き
に
は
、
住
民
基
本
台
帳
法
の

規
定
に
基
づ
き
、
住
民
票
に
職
権

消
除
の
内
容
を
記
載
し
、
関
係
者

に
連
絡
し
て
い
る
。

　
高
齢
者
の
安
否
確
認
は
、
敬
老

の
日
記
念
事
業
と
し
て
、
百
歳
の

方
へ
の
敬
老
訪
問
に
あ
た
り
、
百

歳
以
上
の
方
21
人
全
員
に
職
員
や

民
生
委
員
な
ど
に
よ
る
本
人
面
会
、

入
院
・
入
所
中
の
施
設
へ
の
確
認
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
職
員
ら
、

第
三
者
へ
の
確
認
を
実
施
し
、
全

員
の
所
在
を
確
認
し
て
い
る
。

　
そ
の
他
の
高
齢
者
に
対
し
て
も
、

市
か
ら
送

付
し
た
郵

便
物
が
到

達
さ
れ
な

か
っ
た
場

合
な
ど
に

生
活
道
路
の
安
全
対
策

　
上
総
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

の
供
用
開
始
に
伴
い
、
周
辺

の
生
活
道
路
へ
の
車
両
の
往
来
は

多
く
な
る
も
の
と
考
え
る
。

　
生
活
道
路
の
安
全
対
策
と
特
に

交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
る
市
道

山
滝
野
・
大
坂
線
の
道
路
整
備
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
市
で
は
、
事
故
防
止
の
た

め
見
通
し
の
悪
い
場
所
や
危

険
な
個
所
に
は
標
識
や
注
意
看
板
、

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
を
行
い
、

ま
た
狭
あ
い
な
個
所
に
つ
い
て
は

道
路
拡
幅
の
た
め
側
溝
改
修
な
ど

の
安
全
対
策
を
実
施
し
て
い
る
。

　
今
後
も
狭
あ
い
な
個
所
や
危
険

な
個
所
の
解
消
の
た
め
、
生
活
道
路

の
整
備
を
推
進
し
、
地
域
の
皆
様

が
安
全
に
道
路
を
利
用
で
き
る
よ

う
安
全
対
策
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
市
道
山
滝
野
・
大
坂
線
に
つ
い

て
、
１
期
事
業
は
平
成
14
年
度
か

ら
16
年
度
に
か
け
て
延
長
８
百
メ

ー
ト
ル
、
幅
員
車
道
部
６
メ
ー
ト

ル
、
歩
道
部
３
・
５
メ
ー
ト
ル
の

工
事
が
完
了
し
、
供
用
し
て
い
る
。

　
２
期
事
業
と
し
て
、
18
年
度
か

君
津
駅
周
辺
の
商
店
街

の
活
性
化

　
君
津
駅
周
辺
は
大
型
店
舗

が
あ
る
も
の
の
、
市
内
で
の

消
費
が
さ
れ
ず
、
市
外
へ
の
消
費

を
求
め
る
傾
向
が
あ
る
。

　
駅
周
辺
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ

ン
ト
の
に
ぎ
わ
い
は
あ
る
も
の
の
、

恒
常
的
な
に
ぎ
わ
い
を
つ
く
る
こ

と
ま
で
に
至
っ
て
い
な
い
。
駅
周

辺
商
店
街
の
活
性
化
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

　
君
津
駅
周
辺
は
、
昭
和
50

年
代
か
ら
は
大
型
商
業
施
設

や
商
業
業
務
施
設
の
立
地
が
進
み
、

に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
た
が
、
景

気
の
低
迷
や
国
道
１
２
７
号
沿
い

の
商
業
施
設
の
立
地
な
ど
に
よ
り
、

駅
周
辺
の
商
業
機
能
の
集
積
は
停

滞
し
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
21
年
に
策

定
し
た
商
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、

君
津
駅
周
辺
の
活
性
化
策
と
し
て

ら
ル
ー
ト
選
定
の
た
め
の
道
路
概

略
設
計
、
延
長
千
７
百
メ
ー
ト
ル

を
実
施
し
た
。

　
22
年
度
は
路
線
、
用
地
測
量
と

詳
細
設
計
を
実
施
し
、
23
年
か
ら

24
年
度
に
現
道
拡
幅
案
で
道
路
の

用
地
買
収
を
地
元
と
の
調
整
を
図

り
な
が
ら
実
施
し
、
26
年
度
完
成

を
目
途
に
努
力
し
て
い
き
た
い
。

住
宅
取
得
奨
励
制
度

　
住
宅
取
得
奨
励
制
度
の
運

用
が
平
成
23
年
の
３
月
で
終

わ
る
が
、
延
長
す
る
考
え
は
あ
る

の
か
。

　
ま
た
、（
仮
称
）
住
宅
取
得
奨
励

事
業
等
推
進
委
員
会
設
置
の
進
捗

状
況
と
、
定
住
促
進
戦
略
委
員
会

に
お
け
る
定
住
促
進
に
関
す
る
提

案
の
応
募
状
況
と
特
筆
的
な
提
案

を
伺
い
た
い
。

　
本
市

の
人
口

は
、
平
成
17

年
度
７
百
人

減
を
ピ
ー
ク

に
、
住
宅
取

得
奨
励
制
度

開
始
後
は
毎
年
２
百
人
程
度
の
減

少
傾
向
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
本
制
度
に
よ
る
転
入
者

職
員
が
居
住
実
態
を
調
査
し
、
対

応
し
て
い
る
。

　
今
後
も
、
関
係
者
、
関
係
各
課

と
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
所

在
や
安
否
の
確
認
に
努
め
て
い
く
。

男
女
共
同
参
画
計
画
の

課
題　

先
日
、
庁
内
の
君
津
市
男

女
共
同
参
画
施
策
検
討
委
員

会
よ
り
、
平
成
21
年
度
君
津
市
男

女
共
同
参
画
計
画
第
２
次
の
進
捗

状
況
が
報
告
さ
れ
た
が
、
提
示
さ

れ
た
課
題
の
解
決
に
向
け
、
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
伺

い
た
い
。

　
君
津
市
男
女
共
同
参
画
計

画
は
平
成
20
年
度
か
ら
24
年

度
ま
で
の
５
カ
年
を
計
画
期
間
と

し
た
上
で
、
４
つ
の
基
本
目
標
の

も
と
、
各
課
題
を
定
め
、
具
体
的

な
施
策
の
展
開
を
図
っ
て
い
る
。

　
計
画
で
は
４
つ
の
基
本
目
標
と

し
て
、
人
権
の
尊
重
を
真
の
男
女

平
等
の
実
現
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
へ

の
共
同
参
画
、
社
会
環
境
の
整
備
、

生
涯
を
通
じ
て
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
社
会
を
定
め
て
い
る
が
、
こ
れ

ら
の
基
本
目
標
の
う
ち
、
達
成
度

で
見
る
と
、
社
会
環
境
の
整
備
は
、

働
く
場
に
お
け
る
男
女
の
平
等
な

ど
で
他
に
比
べ
成
果
が
上
が
っ
て

い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
、
国
の
制
度
な
ど
が
あ

る
た
め
、
市
の
取
り
組
み
だ
け
で

は
解
決
で
き
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
要

因
も
あ
る
が
、
社
会
環
境
の
整
備

の
基
盤
と
な
る
男
女
共
同
参
画
に

関
す
る
情
報
の
収
集
・
提
供
や
啓

発
と
い
っ
た
点
な
ど
に
つ
い
て
は
、

市
が
主
体
と
な
っ
て
さ
ら
に
具
体

的
な
取
り
組
み
を
進
め
る
余
地
が

あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
、
計
画
の
推
進
に
必
要
と

な
る
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
し
な

が
ら
、
計
画
が
定
め
る
目
標
を
可

能
な
限
り
達
成
で
き
る
よ
う
、
努

力
し
て
い
き
た
い
。

残
土
条
例

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
21
世

紀
型
の
観
光
の
主
役
と
し
て
、

近
年
大
き
な
注
目
を
集
め
て
お
り
、

本
市
で
は
、
豊
か
な
自
然
環
境
を

守
っ
て
観
光
の
振
興
を
図
っ
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
環
境
に
負
荷
を
与
え
る
開
発

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
る
が
、

現
在
の
残
土
条
例
の
仕
組
み
や
許

可
の
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
平
成
９
年
度
に
君
津
市

土
砂
等
の
埋
め
立
て
等
に
よ

る
土
壌
の
汚
染
及
び
災
害
の
発
生

の
防
止
に
関
す
る
条
例
を
制
定
し
、

市
民
の
生
活
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
必
要
な
規
制
を
行
っ
て
い
る
。

　
土
砂
等
に
よ
る
埋
め
立
て
を

行
う
場
合
は
、
埋
め
立
て
等
の
面

積
が
５
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
３

千
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の
は
、

市
長
の
許
可
を
必
要
と
し
、
３

千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
は
、

県
の
条
例
に
よ
り
、
知
事
の
許
可

を
受
け
る
必
要
が
あ
る
。

　
本
年
８
月
末
現
在
、
許
可
を
受

け
て
埋
め
立
て
等
を
行
っ
て
い
る

事
業
所
は
７
カ
所
あ
り
、
こ
の
う

ち
市
の
許
可
は
５
カ
所
で
、
残
り

の
２
カ
所
は
県
の
許
可
で
あ
る
。

　
県
は
、
15
年
３
月
に
条
例
を

A

A

AA

A

A A

市
の
顔
と
な
る
中
心
商
業
地
づ
く

り
と
商
店
会
の
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
、

地
域
商
業
情
報
の
発
信
な
ど
を
定

め
、
商
工
会
議
所
と
連
携
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
特
に
情
報
化
の
推
進
は
、
君
津

商
工
会
議
所
の
地
域
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
「
き
み
な
び
」
の
内
容
充
実

の
た
め
、
商
店
や
飲
食
店
な
ど
を

１
店
舗
ず
つ
回
り
、
特
色
の
あ
る

サ
ー
ビ
ス
や
地
場
産
品
の
利
用
な

ど
、
各
店
の
特
徴
や
魅
力
を
調
査

し
、
店
舗
情
報
と
し
て
掲
載
す
る

地
域
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
整
備
事
業

を
展
開
し
、
常
に
新
し
い
情
報
が

発
信
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

て
、
市
民
全
体
の
ま
ち
づ
く
り
や

市
民
参
画
を
促
進
し
、
市
民
の
生

活
全
般
に
わ
た
る
福
祉
向
上
を
図

る
。

　
関
連
分
野
別
計
画
の
推
進
は
、

君
津
市
障
害
福
祉
計
画
や
君
津
市

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
な
ど
、

各
個
別
計
画
で
管
理
さ
れ
、
地
域

福
祉
計
画
は
各
種
計
画
の
調
整
を

担
う
。

　
ま
た
、
地
域
福
祉
計
画
と
と
も

に
車
の
両
輪
の
機
能
を
担
う
地
域

活
動
計
画
を
社
会
福
祉
協
議
会
が

今
年
度
中
に
策
定
す
る
予
定
で
あ

る
。

　
今
後
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
と

一
層
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
こ

れ
か
ら
の
活
動
の
取
り
組
み
を
進

行
管
理
す
る
委
員
会
を
組
織
し
、

地
域
福
祉
計
画
に
基
づ
く
地
域
福

祉
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
。 きみなび　http://www.kiminavi.jp/

新築住宅に奨励金



会議録の詳細については、インターネットまたは、中央図書館(1階)の地域参考資料コーナーでご覧ください。【９月定例会の会議録は11月下旬から】

平成22年〔2010年〕10月31日（６）第102号 きみつ市議会だより

議 案 等 の 審 議 結 果

番　号 件　　　　　　名 本会議の審議結果

市長提出議案

議案第 1号 権利の放棄について 可決（賛成多数）

議案第 2号 平成22年度君津市一般会計補正予算（第3号） 可決（全会一致）

議案第 3号 平成22年度君津市国民健康保険特別会計補正予算（第1号） 可決（全会一致）

議案第 4号 平成22年度君津市介護保険特別会計補正予算（第1号） 可決（全会一致）

議案第 5号 君津市手数料徴収条例の一部を改正する条例の制定について 可決（全会一致）

認定第 1号 平成21年度君津市一般会計歳入歳出決算の認定について 認定（賛成多数）

認定第 2号 平成21年度君津市学校給食特別会計歳入歳出決算の認定につい
て

認定（全会一致）

認定第 3号 平成21年度君津市駐車場事業特別会計歳入歳出決算の認定につ
いて

認定（全会一致）

認定第 4号 平成21年度君津市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて

認定（賛成多数）

認定第 5号 平成21年度君津市老人保健医療特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて

認定（賛成多数）

認定第 6号 平成21年度君津市聖地公園事業特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて

認定（全会一致）

認定第 7号 平成21年度君津市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認
定について

認定（全会一致）

認定第 8号 平成21年度君津市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定につい
て

認定（全会一致）

認定第 9号 平成21年度君津市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定
について

認定（賛成多数）

認定第10号 平成21年度君津市水道事業決算の認定について 認定（全会一致）

陳情

陳情第 4号 子ども手当の廃止を求める意見書の提出に関する陳情書 採択（賛成多数）

陳情第 5号 人権侵害救済法の成立に反対する意見書の提出に関する陳情書 採択（賛成多数）

陳情第10号 最低基準の改善と待機児解消・定員増実現のために公立保育所
への特定財源の復活などを求める意見書の提出を求める陳情書

不採択（賛成少数）

陳情第11号 安心の高齢者医療制度確立のため国への意見書提出を求める陳
情書

不採択（賛成少数）

陳情第12号 生活保護の老齢加算の復活を国に求める陳情書 不採択（賛成少数）

陳情第13号 君津市久留里市場に（仮称）「新井白石記念館」の建設または
設置を求める陳情

採択（全会一致）

議員提出議案

発議案第7号 子ども手当の廃止を求める意見書について 可決（賛成多数）

発議案第8号 人権侵害救済法の成立に反対する意見書について 可決（賛成多数）

分かりやすく、見やすい議会だよりを目指して、皆さんの視
点に立った紙面作りを心がけております。引き続きご愛読を
いただきますようお願いします。

市議会だより編集委員

委 員 長　小林喜久男
副委員長　三浦　章
委　　員　三宅良一　磯貝　清　安藤敬治

教
　
育

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

　
第
一
次
き
み
つ
教
育
創
・

奏
５
か
年
プ
ラ
ン
に
お
け
る

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
推
進
事
業

の
進
捗
状
況
と
成
果
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

　
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
推

進
事
業
は
、
義
務
教
育
の
中

心
的
な
担
い
手
は
学
校
で
あ
る
と

い
う
認
識
の
も
と
、
学
校
の
自
主

性
や
自
立
性
を
確
立
さ
せ
る
中
で
、

主
体
的
な
教
育
活
動
を
行
い
、
保

護
者
や
地
域
住
民
に
直
接
説
明
責

任
が
果
た
せ
る
よ
う
取
り
組
ん
で

き
た
。

　
市
内
全
小
中
学
校
で
は
、
特

色
あ
る
学
校
運
営
の
実
現
に
向
け
、

学
校
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も

と
、
学
習
指
導
や
学
校
行
事
、
特

別
活
動
な
ど
の
企
画
を
独
自
の
教

育
課
程
に
位
置
づ
け
て
展
開
し
て

い
る
。

　
本
事
業
の
成
果
と
し
て
は
、
学

習
指
導
で
は
教
科
指
導
充
実
の
た

め
の
教
材
教
具
の
作
成
を
は
じ
め
、

本
市
が
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る

英
語
活
動
の
研
修
な
ど
児
童
生
徒

の
学
力
向
上
に
つ
な
が
る
き
め
細

か
な
指
導
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
学
校
行
事
で
は
各
分
野

の
専
門
家
を
招
い
て
の
教
育
講
演

会
や
合
唱
、
芸
術
文
化
体
験
行
事

な
ど
を
開
催
し
、
児
童
生
徒
の
興

味
関
心
に
基
づ
い
た
活
動
も
行
わ

れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
特
別
活
動
で
は
、
近

隣
の
福
祉
施
設
で
の
介
護
体
験
や

エ
コ
活
動
、
学
区
内
の
自
治
会
や

青
少
年
健
全
育
成
団
体
と
の
連

携
を
図
っ
た
取
り
組
み
も
見
ら
れ
、

児
童
生
徒
の
体
験
活
動
の
充
実
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育

成
に
役
立
っ
た
と
い
う
報
告
を
数

多
く
受
け
て
い
る
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、
市
内
全
校

が
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
展
開

し
、
自
立
し
た
質
の
高
い
教
育
の

推
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
て

い
く
。

公
民
館
の
可
能
性

　
最
近
、
公
民
館
の
存
在
が

薄
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る

が
、
公
民
館
の
果
た
す
役
割
の
重

要
性
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る

の
か
、
専
門
職
の
あ
り
方
と
地
域

の
活
性
化
に
つ
い
て
、
見
解
を
伺

い
た
い
。

　
公
民
館
で
は
、
地
域
の
課

題
に
密
着
し
た
テ
ー
マ
で
の

学
級
、
講
座
な
ど
、
各
主
催
事
業

の
展
開
に
努
力
し
て
い
る
。

　
具
体
例
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち

の
五
感
を
使
っ
て
自
然
体
験
す
る

こ
と
で
、
自
然
環
境
に
関
心
を
持

つ
子
ど
も
自
然
体
験
教
室
な
ど
、

地
域
の
課
題
に
向
き
合
い
、
課
題

解
決
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
サ
ー
ク
ル
、
団
体
へ
の

施
設
提
供
を
通
じ
、
住
民
自
身
に

よ
る
組
織
の
自
主
的
な
運
営
に
つ

い
て
の
助
言
な
ど
を
積
極
的
に
行

っ
て
い
る
。

　
公
民
館
の
役
割
の
基
本
は
、
集

い
、
学
び
、
結
び
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

本
市
の
公
民
館
は
十
分
に
近
い
役

割
を
果
た
し
て
い
る
と
思
っ
て
い

る
。

　
業
務
を
通
じ
て
、
地
域
の
人
々

の
生
活
文
化
の
向
上
を
果
た
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
努
力
し
た
結
果
、

君
津
中
央
公
民
館
、
周
南
公
民
館

に
続
い
て
、
昨
年
度
は
清
和
公
民

館
が
全
国
優
良
公
民
館
と
し
て
文

部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
す
る
な

ど
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

　
専
門
職
員
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

本
市
で
は
、
公
民
館
に
社
会
教

育
の
専
門
職
員
を
配
置
し
て
お
り
、

全
国
的
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　
今
後
も
地
域
の
実
情
に
沿
っ
た

活
発
な
活
動
が
展
開
で
き
る
よ
う
、

職
員
の
資
質
向
上
に
資
す
る
研
修

や
利
用
者
懇
談
会
で
の
意
見
交
換

を
通
じ
て
、
住
民
と
の
信
頼
関
係

が
構
築
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い

く
。

　
地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、

生
涯
学
習
の
充
実
、
文
化
継
承

の
推
進
を
図
り
な
が
ら
、
公
民
館

の
よ
り
一
層
の
有
効
活
用
が
望
ま

れ
る
が
、
本
市
の
公
民
館
活
動
は

国
内
で
も
す
ぐ
れ
た
実
績
が
あ
り
、

昨
年
度
は
海
外
か
ら
も
視
察
団
が

訪
れ
る
な
ど
、
国
内
外
か
ら
高
い

評
価
を
得
て
い
る
。

　
今
後
も
各
地
の
事
例
な
ど
を

研
究
し
な
が
ら
、
地
域
に
密
着
し
、

暮
ら
し
に
役
立
つ
公
民
館
を
目
指

し
て
、
引
き
続
き
努
力
し
て
い
く
。

新
井
白
石
記
念
館
の

設
置　

８
月
23
日
に
新
井
白
石
著

「
折
た
く
柴
の
記
」
を
愛
す
る

会
の
皆
さ
ん
か
ら
、
新
井
白
石
記

念
館
の
建
設
を
求
め
る
団
体
、
個

人
合
わ
せ
て
１
万
３
千
人
を
超
え

る
署
名
簿
と
と
も
に
陳
情
書
が
提

出
さ
れ
た
。

　
久
留
里
に
ゆ
か
り
の
あ
る
新
井

白
石
の
業
績
を
ど
の
よ
う
に
評
価

す
る
の
か
伺
い
た
い
。

　
新
井
白
石
は
、
父
、
正
済

が
久
留
里
藩
土
屋
家
の
江

戸
詰
め
の
家
臣
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
江
戸
で
生
ま
れ
、
幼
少
の
こ

ろ
か
ら
学
芸
に
非
凡
な
才
能
を
示

し
、
藩
主
の
土
屋
利
直
に
寵
愛
を

受
け
育
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
白
石
が
数
え
年
21
歳

の
と
き
の
土
屋
頼
直
の
代
に
な
る

と
、
白
石
親
子
は
久
留
里
藩
を
追

放
さ
れ
、
一
時
、
佐
倉
藩
の
堀
田

家
へ
の
仕
官
や
浪
人
生
活
を
し
た

こ
と
も
あ
る
。
最
終
的
に
は
、
学

問
の
師
で
あ
る
木
下
順
庵
の
推
挙

に
よ
り
、
徳
川
６
代
将
軍
家
宣
、

７
代
将
軍
家
継
に
仕
え
、
正
徳
の

治
と
呼
ぶ
幕
政
改
革
、
経
済
、
外

交
政
策
を
遂
行
し
て
い
る
。

　
白
石
が
晩
年
に
記
し
た
日
本
初

の
自
叙
伝
「
折
た
く
柴
の
記
」
に

は
、
参
勤
交
代
の
折
に
江
戸
か
ら

利
直
に
従
っ
て
国
元
の
久
留
里
に

白
石
が
来
た
様
子
が
書
か
れ
て
お

り
、
地
元
久
留
里
に
は
、
白
石
が

交
友
関
係
に
あ
っ
た
伴
幽
菴
に
あ

て
た
手
紙
が
１
通
残
さ
れ
、
現
在
、

市
の
指
定
文
化
財
新
井
白
石
書
簡

と
し
て
久
留
里
城
址
資
料
館
で
展

示
、
公
開
し
て
い
る
。

　
君
津
市
と
縁
の
あ
る
人
物
が
日

本
の
歴
史
上
の
人
物
と
な
っ
て
い

る
こ
と
は
、
市
に
と
っ
て
大
変
誇

ら
し
い
こ
と
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

　
今
回
、
提
出
さ
れ
た
１
万
３
千

人
を
超
え
る
新
井
白
石
記
念
館

建
設
へ
の
署
名
は
、
市
民
の
ほ
か
、

市
内
外
の
著
名
人
も
含
ま
れ
て
お

り
、
い
か
に
新
井
白
石
の
名
前
が

全
国
的
に
知
ら
れ
て
い
る
か
う
か

が
い
知
れ
、
白
石
の
功
績
を
顕
彰

し
、
後
世
に
資
料
を
残
し
て
い
こ

う
と
い
う
皆
様
の
思
い
が
陳
情
書

か
ら
伝
わ
り
、
重
く
受
け
と
め
て

い
る
。

A

A

A

財
　
政

施
策
推
進
に
あ
た
っ
て

の
自
主
財
源
の
確
保

　
地
方
の
時
代
と
い
わ
れ
る

中
で
、
市
自
身
が
自
立
す
る

こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

　
国
や
県
の
補
助
金
を
有
効
に

活
用
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
が
、

こ
れ
ま
で
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た

え
て
き
た
各
種
の
施
策
を
維
持
、

継
続
し
て
い
く
た
め
に
、
自
立
へ

の
手
だ
て
に
つ
い
て
考
え
を
伺
い

た
い
。　

本
市
の
取
り
組
む
施
策
を

計
画
的
か
つ
安
定
し
て
推
進

し
て
い
く
た
め
に
は
、
自
主
財
源

の
充
実
、
確
保
を
図
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　
自
主
財
源
の
大
半
を
占
め
る
市

税
は
、
的
確
な
課
税
客
体
の
把
握
、

徴
収
体
制
の
強
化
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
納
税
者
の
利
便
性
の
向

上
や
納
税
相
談
し
や
す
い
環
境
を

整
え
、
新
た
な
滞
納
の
抑
制
に
努

め
て
い
く
。

　
ま
た
、
有
料
広
告
の
さ
ら
な
る

拡
大
や
施
設
命
名
権
の
設
定
な
ど

も
積
極
的
に
導
入
を
検
討
す
る
と

と
も
に
、
使
用
料
・
手
数
料
を
は

じ
め
と
す
る
受
益
者
負
担
の
適
正

化
に
つ
い
て
も
単
価
の
見
直
し
だ

け
で
な
く
、
施
設
の
稼
働
率
向
上

の
た
め
、
総
合
的
に
検
討
し
、
財

源
の
確
保
と
あ
わ
せ
て
施
設
の
有

効
利
用
に
努
め
て
い
く
。

　
さ
ら
に
、
国
・
県
の
補
助
金
な

ど
の
特
定
財
源
も
有
効
活
用
を
図

る
こ
と
に
よ
っ
て
自
主
財
源
の
確

保
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
総
合

的
に
検
討
し
て
い
く
。

A

八重原公民館
親子米づくり教室


